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授賞理由 
 山中高光会員は，東京大学理学部地学科地質学鉱物学課程を卒業後，大学院へ進学し鉱物学を専攻されま
した。その後，長年にわたり，鉱物及び関連する物質の構造解析の研究に関して大きな業績を上げられまし
た。研究対象は多岐にわたりますが，とりわけマントル内及び地球圏外物質を対象とした高温高圧下での構
造解析や物性の解明を通して，それらの生成に関する重要な知見を継続して発表され，鉱物科学及び固体地
球科学の研究の進展に大きく貢献されました。また，これらの研究のための放射光実験，高温高圧発生装置
等の実験設備や装置の開発・改良，X線回折等の分析・解析手法の開発・改良にも注力されました。さらに，
この間，多くの研究者を育成されました。 
山中会員は，日本鉱物科学会の前身学会のひとつの日本鉱物学会の運営に長年尽力され，2000～2002年に

は会長を務められました。また，内閣府日本学術会議研究連絡委員会鉱物学研究連絡委員会委員長，同結晶
学研究連絡委員会委員，同地球化学宇宙化学研究連絡会委員，地球惑星関連連合学会組織委員長，さらに，

国際鉱物学連合鉱物物理委員会委員長，国際鉱物学連合会長などを歴任され，日本及び世界の鉱物学及び地球科学の発展に尽力されま
した。また，研究活動に対して，日本鉱物学会奨励賞，日本鉱物学会賞，国際回折データセンター功労賞を受賞され，さらにアメリカ
鉱物学会フェロー，本会の名誉会員に選出されています。 
このように，山中高光名誉会員の長年にわたる鉱物及び関連する物質の構造解析の研究業績，と国内外の学術研究への顕著な貢献は
渡邉萬次郎賞の授賞にふさわしいものと判断され，今回同賞を授与するものであります。 
 
山中 高光 名誉会員の略歴  

1942年7月17日生 
1966年 3月 東京大学理学部地学科地質鉱物学課程卒業 
1968年 8月 ニューヨーク州立大学大学院地球科学専攻科修了 
1972年 3月 東京大学理学系大学院鉱物学課程博士課程修了 理学博士 
1973年 5月 東京大学理学部助手 
1985年 3月 米国ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校研究員 
1987年 7月 大阪大学教養部講師 
1988年11月 大阪大学教養部助教授 
1990年 3月 大阪大学教養部教授 
1994年 4月 大阪大学理学部教授 
1996年 4月 大阪大学大学院理学研究科教授 
2006年 3月 同 定年退職 
2006年 4月 大阪大学名誉教授 
2007～2014年 カーネギー地球物理学研究所招聘上級研究員 
2015～2018年 中国高圧科学技術研究中心招聘研究員  
現在に至る 
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